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ルーナウ博士による「場」の研究の中心課題である「時間」の概念についての講演
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る。今年度（98年度）のセミナーは総会2日目に開催され、テーマは「アジアの将来への挑戦のための信頼と現実」（Beliefs and Reality in the












































・10/22 「企業における高等教育とイノベーション」 Dr.Marc Maurice LEST顧問
・11/4 「Emergence of New Interdiciplinary Science」
Dr. Eva Maria Ｒuhnau（ミュンヘンルードヴィック・マキシミリアム大学人文科学センター理事）
情報社会から知識社会への変化に関連した学際的研究及びその応用、特に日本の「場」の概念とドイツの「Syntopy」の概念との比
較研究を行った。「場」の研究における中心課題である「時間」の概念について物理学における時間の考え方と、近年の研究成果に基づく、
人間の脳で知覚される時間についてレベルの高い講演が行われた。（表紙写真）
ルーナウ博士は、科学技術庁の「科学技術関係外国人研究者招聘制度」により本年10月６日 〜11月15日の間当研究所に滞在した。
目次へ
当研究所ではこれまで科学技術政策研究の国際ネットワークとして世界の各科学技術政策研究機関等と研究協力を実施している。この度表紙に登場しているルーナウ博
士の来所を機に本年11月に、ドイツのミュンヘンLudwig-Maximilians 大学との間で協力実施に係わる覚書を結んだ。これにより、科学技術と人間・社会との関係
をこれまで以上に幅広くとらえて研究協力を推進することとなる。 科学技術庁からの派遣職員に依頼して、今月からアジアの科学技術特集を初めた。激動するアジア
にあって、いかに科学技術行政に取り組んでいるかについての報告であり、まず本年11月のAPECの開催地であるマレイシアからお伝えします。
「地域科学技術政策研究(RESTPOR)」国際会議が、アメリカ（カリフォルニア州）で今月末（1998年11月）に開催される予定である。前回は、EUの主催によりベル
ギーで一昨年に開催されましたが、今回で４回目となります。これは、当研究所において端を発したイニシアチブの成功例であり、グローバルの時代にふさわしく研究
成果が実りつつある。さらに、大きく育つことが期待される。 次号でこの国際会議(RESTPOR '98)の概要を紹介したい。(Y)
トップへ
編集後記
6
